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社会を明るくするための積み重ね
島根県・浜田市立旭中学校・３年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おかやま),岡山)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆうこ),祐子)
　私の住んでいるところの近くには社会復帰促進センターという建物が建っている。その建物の近くには社会復帰促進センターで働いている方やその家族の方がたくさん住んでいる建物があり、私の友達も住んでいるなじみのある建物だ。だが、私はあまり社会復帰促進センターについて知らなかったし、知ろうとも思っていなかった。
　私が小学五年生の時、給食で初めて「おコッペ」というコッペパンがでた。私は給食でパンがでるのは初めてだと思った。だから楽しみだったし、嬉しかったのを覚えている。その時たくさんのカメラマンの人や取材をする人、たくさんの人がいて、なぜこんなに人がいるのだろうと、とても不思議だった。そして、いつも通り合掌するときになると担任の先生がこうおっしゃった。
「このパンは社会復帰促進センターの方が作ってくださいました。感謝して食べましょう。」
当時の私にとっては、給食を作っている人以外の人が作ってくれたんだぁというくらいの感覚だった。
　中学生になるとおコッペの説明会が行われるようになった。おコッペの説明会は、実際に社会復帰促進センターで働いていらっしゃる刑務官の方が学校に来ておコッペについて説明するという内容だった。説明の中で一番衝撃を受けた言葉が、
「社会復帰促進センターの受刑者が毎月、皆さんにおコッペを作り、届けています。」
だった。この言葉を聞いたとき、受刑者の方が作ったパンは大丈夫なのか、と少し不安を感じたし、怖いなと恐怖も感じた。
　そして、説明会が終わったあと、受刑者の方からの手紙に対して、自分が書いた手紙を送る時間があった。ホワイトボードに飾られた、たくさんの受刑者の方々の手紙を見にいくと、温かい言葉のものばかりだった。私達の年と同じくらいのお子さんがいる人や、毎月私達が楽しみにしてくれると思いたくさんの量を喜んで作ってくださっている人、頑張って作ってくださる人、そんな方がたくさんおられた。私は受刑者の方を、心の中で怖い人で近付きたくないと、勝手に思っていた。そう感じている人も少なくないと思う。
　しかし、本当は社会にでたときに、仕事にすぐ就けるようにと、これからのことをしっかり考え、今も頑張って日々おコッペを作っている。また、それ以外にも社会復帰促進センターでたくさんのことをのりきり多くの事に挑戦し頑張っているはずだ。また刑務所や社会復帰促進センターで日々罪を償いながら過ごし、世の中に復帰していると思う。説明会の中で刑務官の方が、こんな言葉を言われた。
「受刑者が社会復帰したとき、その人と家が近所になったりしても、決して避けないでほしい。普通の人と同じように、挨拶をしたり会話をしたり接してほしい。そうするだけで再犯率はぐっと下がる。」
この言葉を聞いたとき、考えるとたしかにそうだと感じた。もし、自分が刑務所からでて人生をやり直そうと決心したのに、周りの人に避けられ、また陰口を言われていると感じたら、どんな気持ちになるのだろうか。きっと、再び刑務所に行く方が楽だと思うと思う。また、仕事に行くのや、外に出るのもつらくなると思う。私がその立場ならきっとまた、犯罪に手を染めているだろう。
　きっと受刑者の周りのいる人達の態度で、受刑者の方の人生は、良い方向にも悪い方にも傾くだろう。一人が考えを変えるだけで、一人の人生が変わるのなら、絶対に自分の行動、言葉を考え直す必要があると思う。
　これは、受刑者の方以外の私達にも当てはまる場面があると思う。例えば、朝、元気のある明るい挨拶をされると、暗かった気持ちも明るい気持ちになる。また辛い時、声を掛け、励ましてもらうだけで心が軽くなり、希望が生まれる。少しの会話の積み重ねが大きな幸せとなる。
　自分の一つの小さな行動が積み重なり、そして、その行動につながる人が増えることがきっとこれからの社会を明るくしていく。自分たちの力で社会を明るくしていこう。
　自分がそれらの行動のスタートとなろう。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第７１回“社会を明るくする運動”作文コンテスト









